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れを取り扱 う一つの方法を提案した｡それは,確率変数 Xを複素平面上に拡張 して,
E-Ⅹ2と変数変換した新 しい f一平面の全軸上でのmostprobablepathiL(t)を追いか












封 ｡(x,t)+H(x,ヱ禁 ,t)- o o (2,
これは,始め,久保1)-3)によって, りこ関する級数展開の和に求められた式である｡
或いは次のような母関数
V(i,t)… ′p(Ⅹ,t)elxdX～-C｡Xp[絢 (i,t)] (3)
を定義すると,これも,示量性を示し,+.(i,I)は,次式の解として与えられること
が証明できる:9)
芸根 A,I)+d (芸 +0,-i,t)-oo
通常,〟(Ⅹ,p,t)はモーメントcn.( Ⅹ,I)を用いて,






えられるo･また, ¢｡q(x)は ¢o(Ⅹ,I)の定常値 (t--)Oこのとき,
去 ¢(t)--･y(t)第 - (1- pe- r･Pe)W(Ⅹ,r)dr≦0, (6,





は, ¢｡(y(t),t)-¢eq(y(t))-¢(t)+(定数 )に等 しいことが容易に示せるOそ









･14-/W<A(t)A｡ >/<A2'q dt-(T-Tc)-Abc) (9)0
我々は, kineticlsingmodelに摂動展開 (高温展開 )法を適用して,具体的に△ie)を









(i) △ (皿,β)≦△α) (10)


















その境い目の時間 t｡は,T- T｡と共にどんどん大きくなり, そこでのオーダーパラ
メーターの値は, (T-T｡)βに比例すると考えられるから, (8)の定義によれば,
･(n,e)～-(初期段階の寄与 )+(T-Tc)PT(e), (ll)
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